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長距離移動性 イ ネウ ン カ 類 の飛来源地帯に

おける近年 の発生動向

農業技術研究機構九州沖縄農業研究センター 松
わた

農業技術研究機構中央農業総合研究センタ 度
昨年秋に イネウンカ類の発生予察と管理を主なテーマ

とす る こつの国際ワークシ ョ ップが中国とベトナム で開

催された。筆者らのうち松村 は両者 に ， 渡漣は後者 に 出

席す る ことがで き た。これらのワークシ ョ ップにはアジ

ア各国から水稲害虫の研究・発生予察担当者が参加し，

イネウンカ類の発生動向に 関して最新の情報を得 ること

がで き た。そこで本稿では， これら二つの会議の内容を

紹介す る とともに ， イネウンカ類の飛来源地帯に おける

近 年の発生動向についてのトピックを紹介したい。

I 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「品種抵抗性に

基づ く 水稲害虫の持続的 管理」

本会議は， 2 001 年1 0 月 29�30日 に 中国・漸 江 省 の

中国水稲 研究所( CN RRI) に おいて， CNRRI と国際

農林水産業研究センター(JIR CAS) との共催で開催さ

れた。本会議は， 日中共同研究プロジェクトの共同研究

項 目 「中国における 移動性イネ ウンカ類の総合管理技術

の開発J のため CN RRI に 滞在中の寒 川一成氏(JIR­

CAS) がオ ーガナイザーとなって行われた。発表題数

は， 中国14， 日本3， ベトナム 2 であった。

中国からは， 共同研究の中心課題である 品種抵抗性に

基づくイネ ウンカ類の総合的管理に 関す る 研究発表が主

体であった。とりわけ， 中国ジャ ポニカ水稲のセジロウ

ンカ抵抗性機作や遺伝的背景 に 関す る 寒 川氏らの発表は

大変興味深く， 共同研究の成果が挙がってい る と感 じら

れた。その成果の一部 に ついては既 に寒川(2000) によ

る 解説があ る 。 CNRRI の若手・中堅研究者からは， 抵

抗性検定法の改良， Bt 遺伝子を取り込 んだ組み換えイ

ネ の研究， 同質遺伝子 系 統を使った抵抗性の遺伝 子解

析， セジロウンカの抵抗性品種に対す る バイオ タイプ選

抜， などの発表があり， いずれも精力 的な研究が行われ

Recent Occurrence of Rice Planthoppers in the Possible 
Source Areas of Their Migrants into ]apan. By Masaya 
MATSUMURA and Tomonari WATANABE 

( キ ー ワ ー ド : セ ジ ロ ウ ン カ ， ト ビ イ ロ ウ ン カ ， 殺虫剤感受性，
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てい る 。 また， ト ビイロウンカの吸汁 に 伴い変化するイ

ネ の揮発性成分に対するウンカの卵寄生蜂の誘引 ， これ

まで情報が少なかった中国内 陸部の四川 省重慶近 辺のウ

ンカ常発地帯 に おける 発生状況， などの興味深い発表も

あった。一方， ト ビイロウンカの抵抗性品種 に 対す る 加

害性の量的遺伝解析， イネ ウンカ間の種間相互作用， ト

ビイロウンカの麹型発現と交尾行動に 関わ る 幼若ホルモ

ン支配機構 に ついては， 日本 に おける同様の 研究 に 比

べ， 内容的 に 若干見劣りす る ものであった。日本 か ら

は， セジロウンカの麹型発現性の遺伝的背景と環境要因

の影響(松村 )， 吸汁・産卵行動の電気的モニタリング

法(農業生物資源研究所・服部 誠氏) の発表があっ

た。ベトナム からは， ベトナム 北部のセジロウンカ多発

生の現状， 水稲作付 り 品種の変遷 に ついて発表があっ

た。

E 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「東ア ジ ア に

お け る ト ビ イ ロ ウ ン カ の 国 際発生予察

シ ス テ ム と 管理」

本会議は2 001 年11 月 13�15日 に ベトナ ム ・ハノイ

市で開催された。本会議は韓国農村 振興庁と FAO が主

催となり1999 年より毎年 聞 か れ， 本年は韓 国(水 原

市)， 中国(杭州 市) に ついで3回目であった。本会議

の発足 に は1998年の韓国 に おける ト ビ イロウンカの大

発生とそれに 伴う被害に より， 国内 に おける モニタリン

グ体制の再点検と国際協力 による イネウンカ類発生動態

の情報収集の必要性が韓国国内で認識されたことが契機

とな っ ている。発表題 数 は中国 7， 韓 国 ふ 日本3， ベ

トナム 4， タイ1 ， カンボ ジア1 であった。

中国からは， 地理情報システム を用いたイネ ウンカ類

の発生実態の解析と発生予察情報システム ArcView の

紹介， 圏内移動 に おけ る 下層 ジェットの影響， 気象条件

と地形を考慮したウンカの移動ルートと2 001 年の発生

動態， 水稲 IPM 普及用 DVDの紹介， このほ か， 広 西

省， 江西省， 広東省， 福建省 に おける 発生実態の報告が

あった。韓国からは， イネ ウンカ類の分類同定技術向上
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の た め の イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た 教育 プ ロ グ ラ ム ， イ ネ

ウ ン カ 類の長期個体数変動 の解析， 薬剤抵抗性発達の現

状， 水稲 IPM 普及用 CD の紹介が あ っ た 。 日 本か ら は，

イ ネ ウ ン カ 類の飛来時期 ・ 飛来量 の変動 と 下層 ジ ェ ッ 卜

発達時期 と の 関係， 新 し い 気象解析 ソ フ ト の 紹介 (渡

逢) ， ト ビ イ ロ ウ ン カ の 発生動態 に 及 ぽ す セ ジ ロ ウ ン カ

の 影響 (松村) ， 東南 ア ジ ア ， 中 国， 日 本 に お け る ト ビ

イ ロ ウ ン カ ・ セ ジ ロ ウ ン カ の 薬 剤 感 受性変動 (茨城大

学 ・ 永 田 徹氏) の発表があ っ た 。 ベ ト ナ ム か ら は， 紅

河デル タ 流域 に お け る セ ジ ロ ウ ン カ の 多 発生 と 管理， ト

ピ イ ロ ウ ン カ の薬剤感受性， ト ピ イ ロ ウ ン カ の天敵相，

ベ ト ナ ム 南部 に お け る ト ビ イ ロ ウ ン カ のバ イ オ タ イ プの

変化 に つ い て 発表があ っ た 。 カ ン ボ ジ ア ， タ イ に お け る

イ ネ ウ ン カ 類の発生実態 に つ い て も 発表があ っ た 。

イ ネ ウ ン カ 類の 発生予察技術 の 向上 に は飛来源 と さ れ

る 地域の情報が欠 かせ な い 。 現在， 中国， 韓国， 日 本 は

そ れぞれ独 自 で発生予察 シ ス テ ム を 作 っ て い る が， 今後

は そ れ ら を 統 合 し た 国 際 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り が必要 で あ

る 。 今回の会議で は， 第 I 回 の会議か ら の懸案であ っ た

発生動態情報の 国際ネ ッ ト ワ ー ク 構築 に 関す る 話 し 合 い

が持た れた。 原案で は こ の会議の 主催者で も あ る 韓国が

主体 と な り ， 農村振興庁 に デー タ サ ー パ を準備 し ， 各国

か ら の情報 を蓄積す る こ と と し ， 各 国 の 協力体制 に つ い

て は そ れぞれの事情 に あ わ せ て 行 う こ と と さ れて い る o

皿 飛来源地帯 に お け る 近年の発生動 向

こ こ で は， 上記二 つ の 会議で紹介 さ れた ， イ ネ ウ ン カ

類の飛来源地帯， と り わ け 中 国 と ベ ト ナ ム に お け る 近年

の発生動向 に 関す る ト ピ ッ ク を紹介す る 。

1 水稲作付 け 品種の変遷とセ ジ ロ ウ ン カ の重要害虫

化

1980 年代 中 ご ろ か ら 中 国 で、ハ イ ブ リ ッ ド 水稲 の 作付

け が増大 し ， そ れ に 伴いハ イ ブ リ ッ ド 水稲上で高 い増殖

率 を 示 す セ ジ ロ ウ ン カ が 中 国 で 多 発 す る よ う に な っ た

(寒川 ， 1992 ; 胡 ら ， 1992) 0 現在， こ れ と 同 じ状況が イ

ネ ウ ン カ 類の一次飛来源 と さ れ る ベ ト ナ ム で繰 り 返 さ れ

て い る 。 ベ ト ナ ム 北 部 の 紅 河 デ ル タ 流域 で は 1995�96

年か ら ハ イ ブ リ ッ ド 水稲 の作付 け率が憎加 し ， こ れ に 同

調 し て セ ジ ロ ウ ン カ の 発生量が増加 し た 。 2000 年の第 1

期作で は， こ れ ま で に な い セ ジ ロ ウ ン カ の 大発生が起 こ

り ， 本種 は現在ベ ト ナ ム の 最重要害虫 と な っ て い る 。 こ

れ と は逆 に ト ビ イ ロ ウ ン カ は こ こ 数年， 中 国 ・ ベ ト ナ ム

と も に 小発生が続 い て い る が， そ の 原因 は 不 明 で あ っ

た 。

中 国 で は ， 近年 は コ メ の安定 ・ 多収 と い う 目 標 は一応

達成 さ れた こ と か ら ， 多収か ら 良食味米への方 向転換が

始 ま り つ つ あ る 。

2 ト ビ イ ロ ウ ン カ の抵抗性品種加害性の変化

日 本 に 飛来 す る 卜 ビ イ ロ ウ ン カ は， 1997 年以 降， 抵

抗性遺伝子 bph 2 を持 つ 検定 品 種 ASD 7 に 対 し 加害性

を示す よ う に 変化 し た こ と が分か っ た が (TANAKA and 

MATSlIMIJRA . 2000 ) ， こ れ を 裏付 け る よ う な デー タ が 中 国

か ら 発表 さ れ た 。 bρh 2 を 持 つ 検定 品 種 ASD 7 と IR 36 

に 対 し 加害性 を 示 す個体の 割 合 が， 漸江省 で は 1998 年

か ら ， 広東省で も 1999 年か ら 高 く な っ た こ と が報告 さ

れ た 。 こ の よ う な 変 化 は， 1990 年代前半 に ベ ト ナ ム 北

部 と 中 国 ・ 広東 省 で bph 2 を 持 つ 品 種 の 作付 け 面積 が

拡大 し た こ と と 関係が あ る と 考 え ら れ る 。 現在 ま で， こ

れ ら の 地域 の 水 田 で bph 2 を 持 つ 栽培品種上 で ト ビ イ

ロ ウ ン カ 抵抗性が崩壊 し た と い う 報告 は な い が， 今後の

動向 に 注意す る 必要 が あ る 。

3 殺虫剤の使用 状況

中 国 で は 1995 年 ご ろ か ら ， ベ ト ナ ム で も 数年 前 か ら

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 剤 を 含 む各種殺虫 剤 の 本 田使用量が急

激に増大 し続 け て い る 。 ベ ト ナ ム で は一作当 た り 殺虫剤

を 5�6 回使用 す る と の こ と で あ っ た 。 ベ ト ナ ム で の 会

議 で は 中 国 の 水稲 IPM 普及用 DVD が紹介 さ れ た 。 し

か し ， そ の 内容 は各種害虫 に 対 す る 使用薬剤の紹介が主

体で， と て も IPM と 呼べ る も の で は な か っ た 。 ベ ト ナ

ム に つ い て も ， ハ イ ブ リ ッ ド 水稲 の 作付 け拡大 ・ セ ジ ロ

ウ ン カ の大発生 ・ 薬剤使用 量 の 増加 と い う ， こ れ ま での

中国 と 同 じ 道 を 歩 ん て、 い る 。 こ れ ら の 地域 の イ ネ ウ ン カ

類の殺虫剤感受性 は 1970 年代 に 比 べ て 顕著 に 低下 し て

お り ， 今後の 動向 に 十分注意す る 必要 が あ る 。

お わ り に

こ れ ま で把握 し に く か っ た 中 国 や ベ ト ナ ム に お け る イ

ネ ウ ン カ 類の 発生状況 に つ い て ， 上記二 つ の 会議 を 通 じ

で あ る 程度知 る こ と がで き た 。 し か し ， 会議で紹介 さ れ

た デー タ を見 る と ， ト ビ イ ロ ウ ン カ と い い な が ら ほ か の

イ ネ ウ ン カ 類 を こ み に し た 合計値 を 記 し て い る 場合や，

デー タ 値が水田 に お け る 個体数か予察灯誘殺数 な の か暖

昧な場合 な ど， 肝心 な 点 が不明 な も の が多 か っ た 。 こ の

よ う な状況 を 改善す る た め に も ， 国際的 な情報交換や 同

一基準 に よ る 調 査 デ ー タ の 収 集 が必 要 で あ る と 思 わ れ

る 。

日 本で は 特 に ト ビ イ ロ ウ ン カ は こ こ 数年小飛来 ・ 小発

生が続 い て い る 。 し か し ， 飛来量 は， 気象条件だ け で は

な く 発生源地帯 に お け る 作付 け 品種や薬剤使用状況 に よ

り 今後大 き く 変化す る 可能性が あ る の で， そ れ ら の状況
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を 常 に 把握 し て お く 必要があ る 。 な お， 紹介 し た 会議の

資料 に つ い て は松村 ま た は渡濯 に 問 い 合わ せ さ れた い 。

引 用 文 献
1 ) 胡 図文 ら ( 1 992) : 植物防疫 46 : 2 19�222 

f話瓦言語+F3

「殺虫剤」
ト ル フ エ ン ピ ラ ド 乳剤 ( 14 . 4 . 24 )
ト ル フ ェ ン ピ ラ ド は， 三菱化学 (株) に よ り 発明 さ れた

新規の殺虫剤であ る 。 本化合物 は， 野菜， 茶， 果樹等 の
鱗麹 目 ， 半麹 目 ， 甲 虫 日 ， 双麹 目 ， ア ザ ミ ウ マ 目 及 び ダ
ニ 目 の 主要害虫 に 効果 を 示 し ， そ の作用機作 は ミ ト コ ン
ド リ ア に お け る 電子伝達系複合体 I を 阻害す る と 考 え ら
れて い る 。 各種害虫 に 対 し 摂食阻害効果 を示す。

商 品 名 : ハ チ ハ チ 乳剤
成 分 ・ 性状 : 製 剤 は ， 4- ク ロ ロ ー3ーエ チ ルー 1 - メ チ ル­

N- [4- (p ト リ ル オ キ シ ) ベ ン ジ ル ] ピ ラ 、ノー ルー5ー カ ル
ボ キ サ ミ ド を 15 . 0% 含 む 黄色澄明可乳化油状液体 で あ
る 。 純 品 は 類 白 色 団 体粉末 で， 比 重 (250C) は 1 . 18，
融 点 は 8 7 . 8�88 . 20C， 蒸 気 圧 は 5 X 1 0 - 7 P a 以 下
(250C) ， 溶 解 度 (g/ /， 250C) は 水 0 . 087 (n1g// ) ， n 

2) 寒川 一成 ( 1 992) : r司上 46 ・ 1 83� 1 86.
3) 一一一一一 (2000) ー 向上 54 : 238�24 1 .  
4) TANAKA， K .  and M. MATSUMURA (2000) : Appl. Entomol.  

2001. 35 : 529�533 

ヘ キ サ ン 7 . 41 ， ジ ク ロ ロ メ タ ン 500 以 上， ア セ ト ン
368， 卜 ル エ ン 366， メ タ ノ ー ル 59 . 6， 酢酸 エ チ ル 339
であ る 。 熱 に 対 し て は 2500C ま で は 安 定 で あ り ， 酸 ・ ア
ル カ リ に 対 し 安定。 光 に 対 し て は， 水 中 で半減期 35 時
間であ る 。

(構造式) : ト ル フ ェ ン ピ ラ ド

o乙〉:γ:\

適用 作物 ・ 使用 目 的 お よ び使用 方法 : 表 l 参照。

① 散布量 は対象作物の生育段階， 栽培形態及び散布方
法 に 合わ せ調節す る こ と 。

② 本剤 は植物体への 浸透移行'性が な い の で， か け残 し
の な い よ う に 葉 の 表裏 に 十分散布す る こ と 。

(42 ペ ー ジ へ続 く )

表 ー 1 ト ノレ フ ェ ン ピ ラ ド 乳剤 (ハ チ ハ チ 乳剤)

本剤の ジ ノ テ ブ フ ン を 含 む
作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用 時期

使用回数
使用方法

農薬の総使 用 回 数

コ ナ ガ
キ ャ ベ ツ

ア オ ム シ l ， ()O()� 収穫 1 4 日
ア プ ラ ム シ類 2 ， 000 in 前 ま で

は く さ し 〉

ワ タ ア ブ ラ ム シ

き ゅ う り ア ザ ミ ウ マ類
1 ，  ()OO f官

シ ル バー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ

ア プ ラ ム シ類
2 回以内 2 回以内

ア ザ ミ ウ マ 類
l ， OOO� 

15()� 散布
2 ， OOO ii古

300 1/ lO a な す チ ャ ノ ホ コ リ ダニ 収穫前 日

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ フ ミ ま で

マ メ ハ モ グ リ パエ

ア プ ラ ム シ類

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ
ト マ ト 1 ， 000 倍

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ フ ミ

マ メ ハ モ グ リ パエ

ア プ ラ ム シ類
き く 発生初期 4 回以内 4 回以内

ア ザ ミ ウ マ 類

一一一 34 一一一


